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草 島 義 徳
(昭和57年 2 月 8 日受付)
ラ ッ ト閉塞性黄痘肝 に お け る蛋白合成 とく に ア ル ブ ミ ン 合成や肝機能変化お よ び肝 の 病理組織学
的変化に お よぼ す高 カ ロ リ ー 輸液 の影響 に つ い て, 実験 的研究を行 っ た . 閉塞性黄痘の作製 は, 総胆管の
結勢切離に よ っ て行 ない , 一 方単 開腹術 を施行 した も の を非黄痘群 と した . い ずれ の 群も 2週間の経口摂
取後, 1週間, 絶食状態 にて 高カ ロ リ ー 輸液 (29 6c al/kg/day) と低 カ ロ リ
ー 輸 液(108c al/kg/day)と で
管理 した. 点滴終了後, ラ ッ ト腹腔内に 100J(Ciの 3Ⅰト Ie u cin eを注入 し, 30分後 の 肝総蛋白, 肝 マ イク ロ
ゾ ー ム 蛋白, 肝 マ イ ク ロ ゾ ー ム ア ル ブ ミ ン お よ び血清 ア ル ブ ミ ン ヘ の取込み 活性を比 較 した. 肝 マ イク ロ
ゾ ー ム ア ル ブ ミ ン ヘ の取込み 活性は, 非黄痘群の 高 カ ロ リ ー 輸液群 と低 カ ロ リ ー 輸液群で は , 有意差は認
め られ ない の に対 し黄痘群で は, い づ れ も低下 し, こ と に 低 カ ロ リ ー 輸液群で渡顕著であ っ た . また肝総
蛋白, 肝 マ イ ク ロ ゾ ー ム 蛋 白お よび血清 ア ル ブ ミ ン へ の取込み 活性 に つ い ても 同様 の現象が認 め られ た.
黄痘群 の低カ ロ リ ー 輸液群 で は, 血清 G O Tの 著明 な上昇と血清総蛋白お よび血清アル ブミ ン の低下が認め
られ る の に対 し, 高カ ロ リ ー 輸液群で は , 血清 G O T の上昇 が抑制 され , 血清総蛋白お よ び血清 アル ブミ ン
の 低下 が防止さ れた . 閉塞性黄痘 に よる肝細胞壊死や Gliss o n帝に お ける胆管と細胆管の 増生お よび炎症細
胞浸潤の程度 は, 低 カ ロ リ ー 輸液群で は著明に認 め られ る の に対 し, 高カ ロ リ ー 輸液群 で は軽度で あ っ た .
以上 の こ と よ り, 閉塞性黄痘時に お け る肝細胞障害 は, 低栄養状態 に よ っ て さ ら に 重篤化 す るが 高カ ロ リ
ー 輸液に よ る栄養補給 は肝機能の低下を抑制 し, 黄痘肝の蛋白代謝障害と く に ア ル ブミ ン合成障害の改善
に有用である と結論 さ れ た.
Ⅸey w ords Intr a v e n o u shy peralim entatio n, O bstr u ctiv eja u ndic e,
Albu min synthesis.
近年, 胆管癌, 膵頭部領域癌な どの 閉塞性貴痘症例




れ らのう ちと く に黄症 が長期 に お よぶ 例で は, 手術侵
襲 を契機 と した術後合併症 の発生頻度が高く, 治療成
績 は必ず しも 良好と は言 えな い 4). そ の原因と して, 胆
汁う っ 滞 に よる 肝障害の み な ら ず, 経 口摂取不良 に よ
る低栄養状態が肝細胞障害 をさ ら に 増悪 させ て い る こ
と も, 大 きな 因子 と考え られ る4)5). そ こで こ れ ら閉塞
性発症症例 の手術成績向上の た め には, 術前の減費処
置と と も に, 高カ ロ リ ー 輸液 に よ っ て充 分な 栄養管理
を行い , 肝予備能力を改善させ る ことが 重要となる6ト 9)
し か し, 閉塞性黄痘患者に高カ ロ リ ー 輸液が施行 され
る場合, 肝機能の悪 化1 0卜1 2), 耐糖能や ア ミノ酸処理 の
低下1 3)14), お よび肝 の脂肪変性発生Ⅰ2〉の 可能性など, 数
多 くの 問題 が あ り, こ と に 肝 に お ける 蛋白代謝に与え
る影響 に つ い て は, ほと ん ど解明さ れ て な い の が現状
で あ る.
そ こで 著者は, 閉塞性黄痘 ラ ッ ト を高カ ロ リ ー 輸液
と低 カ ロ リ ー 輸液と で飼育 し, 閉塞性黄担時の 栄養補
給 の影響 を主と して肝蛋白代謝の面か ら検討した結果,
2, 3の 興味 ある 知見を得 たの で 報告す る.
材料 お よ び方法
Ⅰ 実験動物 お よ び閉塞性黄道の 作製法
実験動物 は体重 200g 前後 の W iste r系雄ラ ットを用
い
,
エ ー テ ル 麻酔下 に開腹 , 総胆管 を 二 重結勢切離し
T he Influ e n cq of Intr a v e n o u sHy peralim e ntatio n on A lbu min Synthesis in Rat Live
r
u nderO bstru ctiv eJa u ndice. Yoshin o ri Ku sajim a, Su rgery II(Dir ector:Prof. Ⅰ･ Miya
･
Z aki), Scho ol of Medicin e, Kanaza wa Univ ersity.
ラ ッ ト黄痕肝蛋白代謝に お よ ぼす高 カ ロ リ ー 輸鞭の 影響
閉賽性費痘を作製し た･ 対照群 は非黄疫群 と し, 単開
腹手術を施行 した もの を用 い, い ずれ の 群 も術後 2週
間は水およ び園塾飼料(オ リ エ ン タ ル 製 C R F- 1)を充
分与え, 体重が順調 に 増加 した も の を実験 に 供 した.
ⅠⅠ 輸液の 施行お よ び輸液組成
閉塞性黄痘作製な ら び に 単開腹術施行後 2週間目の
ラッ トに 宗田ら
1 5)の 方法 に 従っ て持続点滴を行 っ た . 点
滴施行中は絶食状態 と した .
輸液組成は, Ta o1 6)や 谷沢ら17)の 組成 に準 じ, 高 カ ロ
リ ー 輸液群と低カ ロ リ ー 輸液群 の 2群と し, バ レ メ ン
タ ー ル A⑧( 森下製薬), モ リブ ロ ン ⑧ (森下製薬)お
よび5%グル コ ー ス を用 い , 無菌的 に 調製 した. す な わ
ち高カ ロ リ ー 輸液群 は, 20%グ ル コ ー ス , 3.3% ア ミノ
酸を使用 し, 投与量 は296c al/kg/day と した. 低カ ロ
リ ー 輸液群は, 5% グル コ ー ス , 3.3% ア ミ ノ 酸を使用
し, 投与量は108c al/kg/day と した . な お脂肪は必須
脂肪酸欠乏防止
1 8)の ため 両群 ともイ ン トラリ ン ビ ッ ド⑧
(ミ ドリ十字)を用 い , lg/kg/day を投与 した(Table
l).
い ずれの群も 1週 間の 持続点滴終了後, エ ー テ ル 麻
酔下に 開腹 し, 腹部大動脈よ り採血後屠殺 し実験 に 供
した.
ⅠⅠ 実験群 の 設定
実験群は以下の 4群 と した.
1. 黄痘高カ ロ リ ー 輸液群
2. 貴痘低カ ロ リ ー 輸液群
3. 非貴痘高カ ロ リ ー 輸液群
4. 非黄痘低カ ロ■リ ー 輸液群
なお 以下に述 べ るⅠⅤ-1, 2, 3に 関し て は実験群 1,
2間で比較検討し, ⅠⅤ- 4以 下の 実験 で は, 上 記4群間
で検討した.
ⅠⅤ 測 定事項 お よ び測 定方法
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1･ 体重お よ び窒素平衡
体重 は毎朝測定 し, 全経過中の 増減 は閉塞性発症作
製時の体重 を100と した%で表示 した
. 持続点滴施行
中の 窒素平衝 は!1日 の 投与アミ ノ酸の窒素童と全尿中
の窒素童と の 差で 表示 した . 全尿中の窒素量は 1 日の
輸液終了後 に採取 した全尿 を micr o - Kjeldahl法 瑚 に
よ っ て測定 した
. ま た尿糖 は, O T B法20)によ っ て 測定
し, 1日尿糖排泄量 を求め た.
2. 血清生化学的検査
血清ビリ ル ビ ン, 血清総蛋白(T. P)お よ び血清 ア
ル ブ ミ ン を そ れ ぞ れJe ndr a ssik- Clegh0 rn法21),
Biu ret法2 2), B C G法2 3)に従 っ て測 定し た
.
ま た 血清
Glutamic Oxaloacetic Tra n samin a s e(G O T)お よ び
血清 Glutamic Pyru vic Tr a n s amin a se(G P T)を U V
法2 4)に 従 っ て 測定 した .
3. 病理組織学的検索
採取 した肝組織 は 10%ホ ル マ リ ン に て固定 し, 型 の
如く パ ラフ ィ ン 包理 し, H . E染 色 PA S染色を施行
した
.
一 部 の 材料に つ い ては, ジ アス タ ー ゼ消化後 に
P A S染色を行 っ た . ズ ダ ンⅢ に よ る月旨肪染色に は, 凍
結肝組織 を用い た .
4■ 肝 に お け る蛋白, ア ル ブ ミ ン合成の 測定
肝に お け る蛋白, ア ル ブ ミ ン合成を3H - 1e ucine を ト
レ ー サ ー と して , 蛋白合成 の場である マ イ ク ロ ゾ ー ム
を中心に 検討 した.
1) 標識アミ ノ酸の 投与 お よび肝 ホモ ジ ネ ー トの 作
製
1週間の 持続点滴終了私 腹腔内 に100FE Ci/ratの
3H~1e u cin e(L-[4t5 J H] -le u cine, 65ci/m m ol,
T R K-170, R C C-A m ersha m 製)を注入 し 30分後 に
腹部大動脈よ り採血 し屠殺 した. 屠殺後直 ちに 冷生食
水 30mlに て肝 を潜流 しこ れ を採取 した. 細切した肝組
Table l･ Compo sitio n of intr a v e n o u s regl m e n
ロ H igh c alo rie regim e n Lo w c alo rie regimen
Glu co se 62g 15g
Amin o a cid 10 g 10g
Fat(Intr alipid) 1 g 1 g
Na 12 mEq 12 m Eq
K 7 mEq 711ュEq
Cl 8 mEq 8 mEq
Totalc alo rie 296c al 108c aI
W ater 300ml 300ml
No npr oトc al/N 1 61 43
Rats w e r ein fu sed withthehighc alo rier egim e n(296c al/kg/day) orthelo w c alo rie regim en
(108c al/kg/day)fo r7 days.
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織 2,5g に M ediu m A (0.25 M Su c r o se, 5 m M
TrisH CI pH 7.5, 1m M E D T A) を加 え25% 肝ホモ
ジネ ー トを作製 した.
2) 肝 へ の3H - leu cin eの 取込 み活性測定
肝 ホ モ ジ ネ ー ト 0.1 mlに 水 冷 し た 5% 過塩素 酸
(P C A) 5ml を加 え遠心 (3,000rpm , 10分) し, 沈
殿 を P C A不溶性分画(肝蛋白分画)と し, 上 浦 を P C A
可溶性分画(非蛋白分画)と し た. P C A不溶性分画は ,
N C Ss olubiliz er(A m e r sha m 製) 1 miに て溶解後,
そ の 0.5 ml を10倍量の シ ン テ レ 一 夕 ー (Tolu e n e700
rnl, DPO 4g, P O P O P O.1g, Trito n300ml)に 入れ ,
液体 シ ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー (ア ロ カ LS C-671)
に て3日 の放射能活性 を測定 した . P C A可溶性分画は,
その 0.5 mlを同 じく 10倍量の シ ン テレ 一 夕 一 に溶解 し
て,
3H の放射活性 を測定 した . P C A不溶性分画の蛋白
量は Lo w ry 法25)に 従 っ て測定 した .
3) 肝細胞分画法 お よ び 各分画蛋白 へ の
3H - 1e u･
cine の取込 み活性測定
肝 ホモ ジネ ー トは, de Du v e2 6)ら の法 に 準 じ細胞分
画を行い , 核分画(N), ミ トコ ン ドリ ア分画(Mt),
マ イ ク ロ ゾ ー ム 分画 (Ms) お よ び肝上清分画 (S) を
分離 した . また各分画の31i の放射活性と蛋白量は, 上
記と 同様の方法に て 測定 し, 各分画の単位蛋白量当た
りの3H - 1e u cin eの 取込み活性 を求め た (Fig.1).
Rit
i. p. 叫 ℡Ct モd of
3H - 1e ucin e(1 0叫 CiJ O･3mlsalinり




(M t:mitく〉Cho ndria) C entrifuged a 1
1 0印00xg fo r
6 0min at ム
●c
P Pt SuP
(Hs : micr o s om亡S) (S: SuP即 natent)
Fig.1. Fr action ation of r at liv er ho m ogen ate
labeled with
3H - 1e u cin e. M ediu m A c o ntain ed O.
25 M?u C rO Se, 5 m M Tri$ H Cl, pH 7.5 a nd lm M
E D T A.
4) マ イ ク ロ ゾ ー ム D O C(sodiu mde o xycholate)
可溶性分画の 抽出お よび マ イ ク ロ ゾ ー ム アルブ
ミ ン へ の3H - 1e u cin eの 取込 み 活性剤定
Fig.2 の如く マ イ ク ロ ゾ ー ム D O C 可溶性分画を抽出
し, 得 ら れ た D O C可溶性分 画 は, Ultrogel AcA
44(1･6×75c m, L K B製) に て 分画(70 drops/tube,
2.6 ml)し, ラ ッ ト血清 アル ブ ミ ン と同 一 の フ ラクシ ョ
ン を マ イ ク ロ ゾ ー ム ア/レブ ミ ン と し, ポイ ド部分のフ
ラ ク シ ョ ン を m e mbr a n o u spr otein rich fr a ctio nと
した. 次 に 各 フ ラク シ ョ ン か ら各々 0･5ml づつ 採取し,
そ れぞ れの3B の放射能晴性 を測定す るとともに280n m
の 吸光度を測定 し蛋白畳を求 めた .
5) 血清アル ブ ミン ヘ の3H - 1e u cin eの取込み活性測
定
採取 した血清を上記の U ltr ogel AcA44にて分画し,
各 フ ラ ク シ ョ ン に つ き, 3H の放射能清性お よ び蛋白測
定 (O D 280n m) を行 っ た.
6) 肝細胞内外 の ア ミ ノ酸プ ー ル の 検討
3H-1e u cine の 肝蛋白 へ の取込み畳が, 肝細胞内外の
遊離ア ミ ノ酸 プ ー ル の 変動 に よ っ て影響 を受ける可能
性がある た め, それ を吟味 す る目的で, 血清および肝
細胞内の遊離 ア ミ ノ酸含量 を測定 した.
ズ ル ホサ リチ ル 酸で除蛋白 した血清 と肝ホモ ジネ ー
トの P C A可溶性分画 をそ れ ぞれ , 自動アミノ酸分析機
(日立8 35) に て分析 し, 遊離 ア ミ ノ 酸含量を求めた.
得 られ た値 の統計的処理は, T 検 定に 従 っ た.
成 続
Ⅰ 体重 変化お よ び 窒素平衡
Mic r o s o me
SuSPended in 7･5mL rn ed iu mB
added O.35 m1 0.1 M MgC12
ad ded O.7 m1 3 % D O C
a = ow ed to sta nd fo r15min at O
Oc




P Pt S uP
(D OCs o山 ble fra ctio n)
Fig.2. Solubiliz atio n of mic r o s o m aIproteinswith
sodiu m de o xycholate(D O C). M ediu m B c o ntain
･
ed O.35 Msu c ro s e, 35m M K H C O3, 25rnM K Cl,4
m M MgCl2 a nd 20m M K2H P O4 ･ D O Csoluble
fr a ctio n w a s s ubje ctedtofollowing a n alyses uch
a s gel chr o m atography on Ultrogel･AcA 44
c olum n , 1iquid scitilatio n c o u nti g a nd abso
r-
ba n c e m e a su re m e nt at280n m.









































7 1 ▲ 21
days
Fig.3. Effectof intr a v e n o u sinfu sio n with lo w o r
highc alo rie r egim e n on body w eight ofr ats with
ligatio n of c o m m o nbiledu ct. Co m m o nbileduct
of rats w a sligated to c a u sethe obstr u ctiv e
jau ndic e. Tw o w e eks afte rligatio n,the rats w er e
infu sed intr a v e n o u sly withthelo w(ロー … "□)o r
high (○ - ○) c alo rie r egim e n. Ea ch v alue
r epr es ents a m e an ± S. D. of 23rat$.
☆ :Signific a ntly diffe re n c efr o m the co rr e s･
ponding v alu e of r ats giv e nthe high calo rie
r egl m e n.
黄痘苗カ ロ リ ー 輸液群で は, 体重は増加 し, 点滴施
行後 7日 目に は平均7▲2%の体重増加が認められ た. 一
方黄痘低 カ ロ リ ー 輸液群では著明な体重減少 をきた し,
点滴施行後 7 日日に は, 平均38%の体重減少が認め ら
れ た (Fig.3).
持統点滴施行中の窒素平衡 は黄痘高カ ロ リ ー 輸液群
で は, 点滴施行当日 より正 の 値を とる の に対 し, 発症
低カ ロ リ ー 輸液群で は, 負の値 をと り続 けた(Table2).
持続点滴施行中の尿糖排泄量は, 費痘高カ ロ リ ー 輸
液群で は投与量 の 平均 0.013% 以下であり,発症低カ ロ
リ ー 輸液群 に おい ても投与量の平均0.024% 以下と, 両
群 とも 極め て低 い 傭を示 した (Table3).
ⅠⅠ 血 清生化学的検査
血清 ビリ ル ビ ン億 は総胆管結染切離後, 直 ちに 上昇
し, 3 日目に は 7･0 ±1･2m g/dlと な り, 以後 2週間目
まで は 同様の高値 を と り続 け た. 持続点滴施行後 も そ
の 高値 は続き , 低 カ ロ リ ー 輸液群で は, やや 増加の 傾
向が み られ た が, 両群間に 有意差は認め られ な か っ た
(Fig.4).
血清 G O T は, 黄痘作製後直ち に 上 昇 し, 2週間目に
は, 500 ±96u に 達 した
. 持続点滴 7日目で は, 低カ ロ
Table 2･ Daily nitr oge nb ala n c e ofrats with obstr u ctiv eja u ndic e u nderinfu sio n with l｡ W ｡r
high c alo rie regim e n
Groups ofr ats
N itr oge nbala n ce ofrats u nde rinfu sio nl)
Days afterinfu sio n
1 2 3 4 5 6 7
Ratsglyenhigh
C alorle r egl m e n
+ 7 1±23 +128±38 + 160±87 +186±52 +168士21 十126±32 +118±45
Rats glyenlo w
C alorle r egl m e n
- 3±28 - 38±1 0 - 38±10 【 98±120 - 24±22 - 31±28 - 24±35
Rats with obstru ctiv eja u ndic e w e r einfu s ed intr a v en o u sly withthelo w orhighc alo rie re*m enfor7days▼- Nitr oge nbala n ce ofrats w a s c alc ulated a sfollo w s :(nitr oge n c o nte ntofr egim engl VntO r atS)
ー(nitr oge n c o nte nt ofrat urine/day)(m g/day). Ea ch v alu e repr e se nts a m ｡ a n±S.D. ｡f 16r ats.
Table3･ Daily u rin a ry s uga re x c r etio n of rats with obstructiv eja u ndic e u nde rinfu sio n
With lo w o rhighc alo rie r egim e n
Groups ofrats
Urin a ry s uga r e x c r etion
★
Days afterinfu sio n
1､ 2 3 4 5 6 7
Ra輔 venbi由
CaIorie regl m e n 0 0 0･041±0.003 0.045±0.004 0.071 ±0.003 0.061±0.002 0.081±0.004
Ratsgivenlo w
Calorie reglme n 0■021
±0･001 0･01 ±0･002 0･013±0･002 0.009± … 03 0.009±0.003 0.024±0.008 0
.
01±00004
遮霊禁票慧s a m e an±S.｡ . ｡f6 rats.
284
リ ー 輸液群の G O T値 は 768 ±70u とな る の に対 し, 高
カ ロ リ ー 輸液群で は 566 ±62u で あり, 低カ ロ リ
ー 輸液
群 に 比 べ 有意 に低い 値 を示 した.
一 方血清 GP T値は全
経過 を通 じて ほと ん ど上 昇せ ず, 点滴施行後も両群間
に 有意差 は認 め られ な か っ た (Fig.5).
T . P債, 血清ア ル ブ ミ ン 値 は, 黄痘作製後 2週間目
まで は, それ ぞ れ 6.0 ±0.6g/dl, 3.1 ±0･8g/dl と, 術
前に 比較 して ほ とん ど変動 を示 さ なか っ た . しか し持
続点滴施行後 7 日目で は, 低 カ ロ リ ー 輸液群で , T ･ P






































Fig. 4. C ha nge s of se rum bilir ubin le v el o
f c o m･
m o nbiledu ctligatedr ats u nderinfu s ed with ro w
o rhighcalorie regim e n. T he tr e atm ents of rats
w e rethe sa m e a stho s ede s cribed inlege nd of Fig･
3. Ea ch v alu e r epr es e nts a m e a n± S･ D･ Of 12
r ats.


















Fig. 5. Cha nge s of liv e rfunctio n of c o m m o nbile
du ctligated rats u nderin u sed with lo w o rhigh
calo rie regl m e n. T he tr e atm ents ofr ats wer ethe
sa m e a sthos ede sc ribed inlege nd of Fig. 3. GO T
a nd G PT r epre se nt gluta mic o xaloa c etic tr an S
-
amin ase a nd gluta mic p yru vic tra n s a min a s e,
r espe ctiv ely･ Ea ch v alu e repr e sents a m e a n± S･
D . of 1 2r ats. ☆ p<0.01
















70 旭I pr 0l℡iれ
†





















Fig. 6. Effect of u ntritio n al regim e n o nr atser um
pr oteina nd albu min u nde r obstr u ctiv ejau ndice.
T he tre atm e nts ofr ats w e rethe sa m e asthose
de s c ribed in lege nd in lege nd of Fig. 3. Each
v alu e r epre se nts a m e a n± S･ D･ Of 23rats. ☆ p<
0.01
0 : highcalorie gro up □ :lo w c alo riegr oup
Fig. 15･ H istologlC al findings ofthe liv er of high
c alo rie n o u rished r at. Pr olife r ation ofthe bile
du cts a nd mild infiltration ofs m allr o u ndc ell in
the po rtaltra cts a re obs erv ed･ He m ato xylin a nd
e o sin staining. ×180
Fig. 16. H istologic al findings ofthe liv er of
low
c alo rie no urished rat. T he fo c al n ecr oSis
(a r r o w s)a nd fatty cha nge s oftheliv er cells a
re
n oted. Prolifer atio n of biledu cts a nds m a11r o
u nd
c ell infiltr atio n in the portal tr a cts a re
aIso
obse rv ed. He m ato xylin ande o sin staining･
×1 酬
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g/dl と著明な低下を き
たす の に 対 し, 高 カ ロ リ ー 輸液
群では T･ P 傾が 5･75 ±0･75g/dl, 血清 ア
ル ブミ ン値
が,3.0±0･38g/dlで あ り, 持続点滴施行前 と同様に 維
持されてい た･ (Fig･6)･
ⅠⅠ 肝 の病理 組織学的所見
1. 黄痘高カ ロ リ ー 輸液群
肝小葉構築像に は破壊 は認められ なか っ たが ,Gliss o n
鄭こは胆管, 紳胆管の著明な増生が み られ た. 胆管周
囲には少数の 好中球 お よ び小円形細胞浸潤があり, 拡
張した胆管内に は ま れ に しか 胆汁栓 は認 め ら れ な か っ
た. 肝小葉内に は好酸性変性 を示 す肝細胞 が散見 され ,
巣状壊死は極 めて ま れ で あ っ た . P A S染色 で は, 肝細
胞はび漫性に 陽性を示 し, Kupffe r細胞内に も陽性物質
が認められ た. 肝細胞内の P A S陽性物質 は, ジ アス タ
ー ゼによ り消化さ れ, グ リ コ ー ゲ ン と考 えられ たが ,
Eup触r細胞のも の は ジ ア ス タ
ー ゼ抵抗性であ っ た
.
Suda nIII染色で は, ご く少数の 肝細胞の み が陽性で ,
Kupffer細胞で は 陰性 で あ っ た (Fig.15).















H igh Lo w H igh Lo w
C a10 ri℡ C a10 rie ca10 rie c a10 rie
grO uP grO uP gr O UP gr O uP
Fig.7. PCA-SOluble a nd - io s oluble r adio a ctivi.
ty in 1iv e rho m ogenate 30 min afte r a ni. p.
injectio n of 3Ⅰト 1e u cin e. Intr a v en o u s alim enta_
tion wa s sta rted tw o w e eks afte r oper atio n a nd
W aS C O nti u ed fo r o n e w e ek. And the nlOOJJCi
Of3H-leu cin e w a sinje cted i. p. to e a chr at. T he
rats w er ekilled 30min afte rtheinje ctio n. Liv e r
ho mogen ate w a stre ated with 5% P C A. P C A-
SOluble a nd -in soluble 3H-radio a ctivities w e r e
m e asu red.
鞠 ‥ P CA-in s oluble redio a ctivity □ : P C A-
SOluble r adio a ctivity
Eachv alu e repr es e nts a m e a n± S. D. of 8rats.
☆ :Signific a nt diffe re n c efr o m c o ntr ol gr o ups
atp<0.01
☆ ‥Signific a ntdiffere n c efro m othe rgr o ups at
p<0.01
黄痘高カ ロ リ ー 輸液群の 変化と本質的に は同 一 で あ
る が, Glis so n鞠 に お け る胆管と細胆管の 増生お よび炎
症細胞浸潤 の 程度は , 一 般に 強く認め られ た
. 肝細胞
に つ い て も好酸性 を示 す肝細胞や巣状壊死の 頻度 は,
よ り高か っ た . P A S染色で は Kupffe r細胞の みが陽性
で, 肝細胞で は陰性で あっ た . また Suda nIII染色陽性
の 中性脂肪顆粒 が, 肝細胞内に び漫性 に 認 め ら れ た
(Fig.16).
1V 肝に お け る 蛋乱 ア ル ブ ミ ン 合成
1. 肝 へ の3H - le u cin eの 取込 み活性
P C A可溶性分画 へ の3H -1eucine の取込 み活性は,
4群と も ほぼ 同様 の値 を示 し てお り, 肝細胞 のアミ ノ酸
取込 み能に 関 して は, 有意差 は認 め られ なか っ た.
P C A不溶性分画で は, 非発症群 の 高カ ロ リ ー 輸液群
と低 カ ロ リ ー 輸液群で は, そ れ ぞれ ,20.4±1.6(×105)
dpm/gtiss u e, 22 士2. (×105)dpm/gtissu eであ り,
両群間に 有意差 は認 め られ なか っ た. 一 方費痘群で は





























































Fig. 8. Protein-bo u nd r adio a ctivity in ho m o-
ge n ate andits subc ellula rfr a ctio n s30min afte r
a n i. p. inje ctio n of 3H - le u cin e. Rats w e re
tr e ated a sde s c ribedin Fig. 7, T hefra ctio n atio n
Of liv e rすho m ogenate labeled with
3H-1e u cin e
W a S C a r ried o ut a c c o rdingtothe m ethodpre se nt･
ed in Fig. 1.
⊂コ : C O ntr Ol a nim als 確圏 :ja u ndiced
anim als
H : highc alo rie gr o up L :lo w calo rie gr o up
Ea ch v alu erepre se nts a m e a n± S. D. of 6r ats.
☆ :Signific a ntdiffere n c efr o m co ntrol gr o ups
at p<0.01
☆ :Signific a ntdiffe re n c efr o m othe rgr o ups at
p<0.01
286
非費痘群 に 比 して, い ずれ も 低値 を示 した が , 高カ ロ
リ ー 輸液群 で は, 16.2 ±1.8 (×105) dpm/gtisstle,
低 カ ロ リ ー 輸液群では 10.2 ±2,8(×105)dI)m/gtiss u e
と, 後者 におい て低下が著明であ っ た (Fig.7).
2. 各分画蛋白 へ の3H - 1畠u cin eの 取込 み活性
各分画蛋白へ の 取込 み活性 を み る と, い づれ の 分画
に お い て も黄痘群で は低下 して お り, 肝ホ モ ジ ネ ー ト
へ の取込み パ タ ー ン と同様 で あっ た .
肝 内の 蛋白合成の場である マ イ ク ロ ゾ ー ム 分画 へ の
取込 み括性 に つ い て注目 して み る と, 非黄痘群 の 高カ
ロ リ ー 輸液群と低 カ ロ リ ー 輸液群で は, そ れ ぞ れ 30±
1.6(×103)dpm/m g pr otein, 30.6 ±1.6(×103)dpm/
m g prptein で あ り, 有意差 は認 めな か っ た . 一 方黄痘
群で は, 非発症群に比 べ , い づ れ も低値 を示 す も の の,
高 カ ロ リ ー 輸液群で は 22 ±1.8(×103)dpm/mgpr o-
tein と, 低 カ ロ リ ー 輸液群の 16.6 ±1.4(×103)dpm/
m g pr otein に比較 して良好 な値 を保 っ てい た(Fig.8).
3. マ イ クロ ゾ ー ム D O C可溶性分画のゲ ル カラム ク
ロ マ トパ タ ー ン お よび マ イ ク ロ ゾ ー ム ア ル ブミ
























グ ル カ ラ ム ク ロ マ ト パ タ ー ン で は , m e mbr a no us
Pr Otein rich fr a ctio nに おい て も, マ イ ク ロ ゾ ー ムア
ル ブ ミ ン に お い て も , 非黄痘群 で は , 低カ ロ リ ー 輸液
艶 高カ ロ リ ー 輸液群 と も に 高い ピ ー ク を示 した
.
一
方黄痘群 で は非黄痘群 に 比 べ ! い づ れ も低い ピ ー クを
示 したが , 低 カ ロ リ ー 輸液群 で は高 カ ロ リ ー 輸液群に
比 べ , よ り顕著な低下 を示 した (Fig.9).
マ イ ク ロ ゾ ー ム ア ル ブ ミ ン に お け る単位肝組織 憶
重畳) 当た りの3H p leu cin eの 取込 み活性は, 非貴痘群
の高カ ロ リ ー 輸液群 と低 カ ロ リ ー 輸液群で は, それぞ
れ 3･5 士0･5(×104)dpm/m gtiss u e, 3.34±0.81(×
104)dpm/m gtiss u eであ り, 両群間 に 有意差は認めら
れ な か っ た . 一 方黄痘群で は , 非貴痘群 に比 べ, いづ
れ も低値 を示 し,低 カロ リ ー 輸液群 では,0.76 ±0.36(×
104)dpm/m gtiss u eであり,高カ ロ リ ー 輸液群の2.12±
0 ･27(×10ヰ)dpm/m gtis su eと比 べ 有意に低い値を示
した (Fig.10).
4･ 血 清 ア ル ブ ミ ン ヘ の 3H - leu cin eの取込み活性
ゲ ル カ ラム ク ロ マ トパ タ ー ン を み る と, 血清アルブ
ミ ン へ の 3H -le u cin eの取込 み悟性 は, 非黄痘群の場
2 0 30 ム0 5 0 60 20 3040 50 60
Fraction Nu mbe r
Fig. 9. Elution profile o n an U ltrigel AcA 44c olu m n of D O Csolubiliz ed fr a ctio nfr om
liv e r mic r o so m e sofr atslabeled in viv o with 3H qle u cin e. Rats w e retre ated as
de s cribed in Fig. 7.T he solubiliz ation of microsom al protein with D OC w a s
pe rfotm ed by the m ethod of Fig. 2..
- ･ - ･ - - - -





























H igh Low H igh Lo w
亡alo rio ⊂a10 rie calo ri℡ Ca lori℡
grO uP grOuP grC uP grO uP
Fig.10. M ic r o so malalbu min r adio a ctivity 30 min
after a ni. p.inje ctio n of3H - 1e u cin eto rats. T he
ea chvalue w as calc ulated fr o mthe r adio a ctivity
Of albu min rich fr a ctio n sepa rated by gel
Chr o m atogr aphy a sde sc ribed in Fig. 9.
Ea ch v alu e r epre se nts a me a n± S. D. of 6r ats.
★ :Signific a ntdiffer e n c efr om c o ntrol gro ups
atp<0.01
☆ ‥Signific a nt differ e n c efro m othe rgro ups at
p<0.01
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合, 低カ ロ リ ー 輸液群 でも 高カ ロ リ ー 輸液群で も同様
の高 い ピ ー ク を示 した. 一 方黄痘群 では非黄痘群 に比
べ
･ い づれ も ピ ー ク は低く, 低カ ロ リ ー 輸液群 では高
カ ロ リ ー 輸液群 に 比 べ, より著明 な低下 を示 した(Fig.
11).
単位血清当た りのア ル ブミ ン ヘ の8H - 1e u ciⅢe の取込
み 活性 で は, 非 黄痘群の高カ ロ リ ー 輸液群と低カ ロ リ
ー 輸液群で は, それ ぞれ 9･ 把 1･5(×104) dpm/ml,
10 ±0･86(×104)dpm/miで あり, 両群間に は有意 の
差は認 め られ なか っ た . 一 方黄痘群で は, 非黄痘群 に
比 べ , い づ れ も低値 を示 した が, 低カ ロ リ ー 輸液群 で
は, 1･5 1 ±0･25(×104)dpm/ml であり, 高カ ロ リ ー
輸液群の 6･24 ±0･14(×104)dpm/ml に比較 して, よ
り著明な低下を示 した (Fig.12).
5･ 肝細胞内外の遊離ア ミ ノ酸含量
血清遊離 アミ ノ 酸含量 につ い て も ,P C A可溶性分画
の遊離ア ミ ノ酸含量に つ い て も,4群間に明らかな羞 は
なく , 肝細胞内外 の遊離ア ミ ノ酸プ ー ル は, い づれ の
群に おい て も ,大 き な変動 は認め られなか っ た(Fig.13.
14).
考 察
高カ ロ リ ー 輸液の肝 にお よぽ す影響と して長期施行
Fig･11･ Elutio npr ofile o na nU ltr ogel AcA 44col um n Ofse r u mfro m rati. p.in3e cted
with 3H - 1e u cin e･ Se rum w a swith dra w n30min afte rtheinje ction of lOOpCi3H
- 1e u cin e.


























Con tr01 Jau nd i⊂℡
=igh Low High しOW
鴎10ri亡 ⊂i10riそ C alo riせ 組10 rie
group gro up gr O uP grO uP
Fig. 12･ Newiy for m ed se ru m al bu min r adio
-
a ctivity 30 min after a ni. p. inje ctio n of
3H -
1e u cin e. T he ea chv alu e w a s cal ulatedfrom the
radio a ctivity of albu minrich fr a ction s epa rated
by gel chr o m atogr aphy a sdesc ribed in Fig･ 11･
Ea ch v alu e repr es e nts a m e an ± S. D. of 6rats･
☆ :Signific a nt differe n c efr o m c o ntrolgr o ups
at p<0.01



















10 20 10 2 0
m gJ dl
Fig･ 13･ A min o a cidc o mpositio n, Ofr at s e ru
m
◎ :highcalo rie group O :lo w calo rie group
Ea ch valu e repr es ents}a m e a n± S･ D･ Of 6r ats･
例 に お け る肝腰大, 肝機能の悪化
10ト 12)27)および肝細胞
の脂肪変性1 2)28), ま た小児例で は, し ば しば肝内胆汁う
っ 滞12)な どが認 め られ, また閉塞性黄痘患者に おいては,
耐糖能1 3)や アミ ノ酸処理 能
1 4)および脂肪利用率1 3切 低下
な ど, 高カ ロ リ ー 輸液 を施行す るうえで 問題となる様々
の 病態が報告 され て い が . 従 っ て, 閉塞性貴痘患者に
高 カ ロ リ ー 輸 液が 施行 され る場合, 投与され た糠質,
ア ミ ノ酸お よび脂肪 が, 生体で充分利用され ず, かえ
っ て 0 Ve rlo ading
2 7)な どのた めに 肝障害 を悪化させる
可能性も充分 に 考慮 しな け れ ばな らな い .
しか し本実験 に お い て は , 高 カ ロ リ ー 輸液群では正
の窒素平衡 とと も に 体重の増加が得 られ て お り, 一 方
尿糖排泄量 は ほと ん ど認 め られ な い こ とよ り閉塞性貴
痘時に お い て も高カ ロ リ ー 輸液に よ っ て投与さ れたグ
ル コ ー ス , ア ミ ノ酸は 生体内で充分利用 され得るもの
と考 え られ た .
肝機能変化 をみ る と, 費痘低 カ ロ リ
ー 輸液群では点
滴施行後 も貴痘期間の延長 と と も に G O T ほ上昇を続
け, T . P億, 血清ア ル ブ ミ ン 値は著明 な低下をきたし
た
.
一 方高カ ロ リ ー 輸液群で は, G O T の上昇が抑制さ
れ て お り, T . P値, 血清ア ル ブ ミ ン 倦も点滴施行前と
同様 の レ ベ ル に維持 さ れ てい た. 従 っ て 閉塞性黄痘で
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Fig.14. A min o a cidco mpo sitio n of P CA
- S Oluble
fr a ction ofr atliv e r
⑳ : highc alo rie gr o up O :lo w calorieg
ro uP
Ea ch valu e repre se nts a m e a n± S ･ D･ Of
6r ats･
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離陸害を 〟 層悪化 させ る の に対 して, 高 カ ロ リ ー 輸液
による栄養補給 は, こ れ ら肝機能障害の 悪 化を抑制す
る ことが示唆さ れた .
金杉紳 や大肝
0)ら は, 閉塞性発癌犬 に高 カ ロ リ ー 輸液
を施行し, 肝内の解糖系中間代謝産物や解糖系律速酵
素を測定する こ と に よ っ て, 発症肝 に 対す る 高カ ロ リ
ー 輸液は, 糖代謝 を抑制 せず, か え っ て 糖代謝障害の
改掛こ有効 であっ た と報告 してい る. ま た竹野
用 は, 同
じく閉塞性発症犬 に高 カ ロ リ ー 輸液 を施行 し, tOtal
GOT, mitocho ndria G O T の変動か ら, 高カ ロ リ ー 輸
液が, 閉塞性発症 によ る肝機能障害 をあ る程度防止す
る ことを観察 して お り, 本実験の結果 と よく 一 致 して
いる.
一 方肝の病理組織学的検索に お い て は, 肝細胞壊死
やGlisso n掛 こ 削 ナる胆管や抑胆管の増生程度31)3 2)は,
高カロ リ ー 輸液群の 方が低 カ ロ リ
ー 輸液群 に比 べ て軽
度であり,肝機能検査に み ら れた所見 と よく 一 致 す る.
また肝細胞内のグリ コ ー ゲ ン は, 低 カ ロ リ ー 輸液群で
はほとん ど認め られ な い の に 対 し, 高カ ロ リ ー 輸液群
ではび渡性に 認め られ た. Po rtis3 3)ら や So skin3チ)ら は,
実験的に 急性肝障害 を起 こせ しめ た場合, 肝細胞内の
グリコ ー ゲン の蓄積が著明 に 減少す る こ とや , 肝細胞
内に充分畳のグリ コ ー ゲ ン の蓄積があれ ば, 肝障害が
起こりにくい こ と を報告 して い る が, 著者の成績 は,
これを別の面か ら裏付け た もの と い え よう.
と ころで, 高カ ロ リ ー 輸液の 悪影響 と して 時に肝構
築像の破壊, 肝細胞の 脂肪変性お よび Kupffe r糸田胞内
へ の高度脂肪沈着な■ど の生ずる こ と が 報告さ れ て い
る11)1 2) 抑. しか し本実験 で は, 閉塞性貴痘 によ る組織学
的変化は強い も のの , 上記 の よう な明 らか な異常所見
は認められ てお らず, 適切 な組成と投与量であれ ば,
高カロ リ ー 輸液に よる悪影響 はな い もの と思わ れ た
.
次に 貴痘肝の ア ル ブミ ン合成 を中心 と した 蛋白代謝
におよぼす栄養補給の影響 を検討 した. 本実験 で は3f‡
-1e ucin eを用い たin viv oで の取込 み 実験 を行 っ たが,
この際注意 しな けれ ば な らない 点がい く つ かある3 5ト3 7)
まづ肝細胞内外の アミ ノ 酸 プ ー ル や肝細胞自体 の ア ミ
ノ酸取込み能が, 肝蛋白 へ の 3H - 1eu cin eの取込 み量 に
影響をおよ ぼす樫, 大き く変動 した か どうか を吟味す
る必要が有る. も し大き な変動があれば, 本 実験 に お
ける肝蛋白へ の3H - 1e u cin eの取込 み活性 は, 肝の蛋白
合成を表わ す正確 な指標 と は なり得 ない . 本実験 で は,
同量の混 合アミ ノ 酸輸液 を施行 した ため か , す べ て の
群におい て, 血清お よ び P C A可溶性分画の 遊離 アミ ノ
酸含量が ほぼ同 一 である こ と か ら, 肝細胞内外の ア ミ
ノ較プ ー ル に大き な変動 は認め られなか っ た . また P C A
可溶性分画 へ の 3H -1e u cin eの 取込 み潜性 に つ い ても,
全群 でほ ぼ 同程度であっ た こ と より , 肝細胞自体 の ア
ミノ 酸取込 み能 に 関 しても , 各群間に大き な差異 は な
い もの と 考え られ た.
さで肝 に お ける 蛋白合成 は, 大きく 2つ に 分け られ
る3 8ト 叫 ｡ 一 つ に は肝細胞を構成す る蛋白の合成であり,
他 の 一 つ は ア ル ブミ ン な どの 分泌性蛋白の合成である.
最近 まで の知見 によ れ ば, 前者の うちで細胞内外小器
官 を構成 す る蛋白の大部分は, 小胞体上の膜結合型ポ
リ ソ ー ム で合成さ れ, 種々 の修飾を受け た後, 個々 の
細胞内小器官に 移送 され, ま た細胞間質を構成す る可
溶性蛋白 は, 遊離型 ポリ ソ ー ム で合成される場合が多
い と され て い る. 一 方後者 の アル ブ ミ ン に 代表 され る
分泌性蛋白は小胞体上の膜結合型ポ リソ ー ム で合成 さ
れ, 小胞体内脛 に 分泌後, ゴ ル ヂ装置お よび 分泌顆粒
を経 て血中に 放出され る と考 えられ て い る. い ずれ に
せ よ全体と して肝で合成 され る 蛋白塵は, 遊離型ポ リ
ソ ー ム に比 べ , 小胞体上の膜結合型 ポリ ソ ー ム に お け
る 方が は る か に多く, 小胞体が蛋白合成の主たる場 に
な っ てい る4 8)
. 従っ て本実験 にお い て肝蛋白, 将 にア ル
ブ ミ ン の合成能 を検討する手段 と して, マ イ ク ロ ゾ ー
ム アル ブ ミン へ の 唱 - 1e u cin eの 取込 み括性 を測定する
方法 を用 い , 蟻 部 拘 らの 研究結果か ら, 3H - le u cin eの
マ イ ク ロ ゾ ー ム ア ル ブ ミ ン へ の取込 み溶性が ピ ー ク に
達する 30分目の値 を指標と した こ と は,妥 当な方法 と
考 えら れ る.
マ イ ク ロ ゾ ー ム 蛋白お よ び マ イ ク ロ ゾ ー ム アル ブ ミ
ン ヘ の3H -1e u cin eの 取込み活性 をみる と,非黄痘群で
は高カ ロ リ ー 輸液群, 低カ ロ リ ー 輸液群の 2群間に有
意差は認 め られ な い が , 貴痘群で は非貴痘群に 比較 し
て低値 を示 し, こ と に低カ ロ リ ー 輸液群で は, その低
下が著明で あ っ た . こ れ らの 結果 か ら, 閉塞性貴症肝
に み られ る マ イ ク ロ ゾ ー ム の ア ル ブ ミ ン を含む主な蛋
白合成の低下 は, 低栄養状態 に よ っ て さ ら に重篤化 す
る もの の , 高カ ロ リ ー 輸液 に よ る適切な栄養補給 は,
こ れ らの 障害 を か な り の程度, 防止 し得る も のと考 え
ら れた . 4 S)4 7)4 9)
さ て本実験の マ イ ク ロ ゾ ー ム D O C可溶性分画の ゲ ル
カ ラム タ ロ マ トパ タ ー ン をみ る と, D O C で可溶化 され
た蛋白が, D O C が除か れ て再 び集合 した巨大分子 の 集
合俄 つ ま り マ イ ク ロ ゾ ー ム の 膜蛋白と考えら れ る ポ
イ ド部分に お い て, 蛋白量と3H - 1e u cin eの取込み括性
が , 黄痘群 とく に 低 カ ロ リ ー 輸液群 で 顕著 な低下が認
め ら れ る
. また Aura n enらS l)は, 閉塞性貴痘肝の マ イ
ク ロ ゾ ー ム に おける R N A含量や リン脂質の低下を観察
して い るが, これ らの 結果 は, マ イ ク ロ ゾ ー ム に お け
る ポ リ ソ ー ム 総量の低下を示 唆す るも ので あ り, 低栄
養閉塞性黄痘群に み られ たア ル ブ ミ ン合成の低下は,
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一 方, こ れ ら の蛋白, ア ル ブ ミ ン,合成 の場の減少
に
対 して, 高カ ロ リ ー 輸液が 抑制的に 働く こ とが 注目さ
れ るが5 2圃 , こ の機序 に関 して は, 本実験の範囲で明確
な推論 を下す こ と は 出来な い . しか し閉塞性黄痘肝で
は, エ ネ ル ギ ー 需要抑 5 7)や, R N A お よ び リン 脂質合成
素材 の需要が高 ま っ て い るため 瑚 , 高カ ロ リ
ー 輸液 によ
る エ ネ ル ギ ー 基質の補給が重要 な役割を果 して い る こ
と は推定 に難く な い5 8) 醐.
と こ ろで , 非黄痘群の高カ ロ リ ー 輸液群と低 カ ロ リ
ー 輸液群の 間にお い て は, 蛋白, ア ル ブ ミ ン合成 に 有
意差は認め ら れ なか っ たが , こ れ は健常肝 にお ける予
備能力 の大き さ と代謝上 の ホ メ オ ス タ
ー シ ス が 正 常に
維持さ れ てい るた め と考え ら れ る
5 4)
.
ア ル ブ ミ ン の 血中 へ の 分泌段階に 影響 をお よ ぽす因
子 と して は, 血奨膠質浸透圧や肝組織間液の ア ル ブ ミ
ン 濃度な どが 想定さ れ て い るが , ア ル ブミ ン 代謝 プ
ー
ル や異化率な どの複雑な因子が か らむ た め, その 詳細
は不明 と され て い る机 ト6 2). 本実験で は, マ イ ク ロ ゾ
ー
ム での ア ル ブミ ン 合成が ピ ー ク に 逢す る 時点で の 検討
を行 っ た が,血清ア ル ブ ミ ン へ の
3H - 1eu cin eの取込 み
活性は, マ イ ク ロ ゾ ー ムで の合 成が その ま ま反映 され
て い る こ とか ら, ア ル ブ ミ ン の 分泌段階 に は, 大き な
変動は な い も の と解釈さ れ た.
結 論
閉塞性黄痘 ラ ッ トに高カ ロ リ ー 輸液 と低カ ロ リ
ー 輸
液 を施行 し, まづ 両者 に お け る肝機能変化お よび肝 の
病理組織学的変化 に つ い て検討 した . さ ら に , 非費痘
ラ ッ トに対 して も同様の輸液 を施行 し,
3H-1e u cin eを
トレ ー サ ー と して肝 へ の取 込 み 実験 を行い , 肝細胞 に
お け るア ル ブ ミ ン合成を中心 と した 蛋白代謝 に お よ ぼ
す 高カ ロ リ ー 輸液の影響 に つ い て検 討 した.
1. 体重変化 窒素平衡, 尿糖排泄量 か ら みて 閉塞
性貴痘時に おい て も高カ ロ リ ー 輸液 は生体 で充分利用
さ れ るも の と考 えられ た .
2. 閉塞 性黄痘作製 と同時 に, 血清 ビ リ ル ビ ン値,
G OT の急激 な上昇が 認め られ たが , G P T, 血清総蛋白
債, ア ル ブ ミ ン僑 は ほと ん ど変化 しな か っ た . 黄痘作
製後 2週目よ り高カ ロ リ ー 輸液群 と低カ ロ リ ー 輸液群
に分 けて飼育 した 結果, 前者 で は, G O T の上昇が抑制
さ れ たの に 対 し, 後者 で は さ ら に上昇 を続 けた . また
血清総蛋白, ア ル ブミ ン値 は, 低カ ロ リ ー 輸液群 で著
明 に低下 した .
3. 費痘肝の病理 組織学的変化 は, 高カ ロ リ
ー 輸液
群の方が低 カ ロ リ ー 輸液群に比 べ 軽度であ っ た. また
高カ ロ リ ー 投与 によ る悪影響 は認 め られ なか っ た .
4. 肝の マ イ ク ロ ゾ ー ム 蛋白お よ び マ イ ク ロ ゾ ー ム
アル ブ ミ ン ヘ の
3H - 1eu cin eの取込 み活性 は, 非貴痘群
の高カ ロ リ ー 輸液群 と低 カ ロ リ ー 輸液群で は有意差は
認め られ な か っ た . 一 方黄痘群で は い ずれも低値を示
した が , 高カ ロ リ ー 輸液群 で は その低下が軽度である
の に 対 し, 低 カ ロ リ ー 輸 液群 で は著明であっ た.-
5. 血清ア ル ブミ ン ヘ の3H - 1e u cin eの取込み活性に
つ い て も, 非 黄痘群で は高カ ロ リ ー 輸液群 と低カ ロ リ
ー 輸液群の 間で は有意差 は認め ら れ なか っ た. 一 方費
症群 で は い ずれ も低値 を示 した が , 高 カ ロ リ ー 輸液群
で は, そ の低下が軽度 であるの に 対 し, 低カ ロ リ ー 輸
液群 で は著明であ っ た.
以上 の こ と に より , 閉塞性黄痘時に お ける肝細胞障
害 は低栄養状態が加わ る こ と に よ っ て さ ら に悪化する
が, 高カ ロ リ ー 輸液 に よる栄養補給 は, 肝機能の低下
を抑制 し, 費痘肝の 蛋白代謝障害 と く に ア ル ブミ ン合
成障寄の改善に 有用であ ると結論 され た .
本論文の 要旨は昭和 55年 7月 19日, 第 17回術後代
謝研究会 (千葉)に お い て発表 した.
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恩師宮崎逸 夫教 授 に謹 んで 謝意を捧 げま す. また本研究のた
めに直接御指導 をい ただいた藤田秀春博 士ならびに,御教示,
御助言 をい ただい た第 一 生化学教室の 松川茂博士 に深謝致し
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A bs仕act
An experim ental study w as c aried out to inv estigate the influ ence of intrave nous hy pe r一
通皿 entatio n on protein synt hesis, eSPeCial 1y album insynt hesis and hepatic function a nd histo -
Pathologicalchanges of rat live ru nde robstruCtiv ejau ndice ･ Jaundicew a sdevelopedby馳ating
a nd divid hg the com m o nbile du ct and sham - OPer atedjau ndice-free r ats w e r eu sed as co ntr ｡1.
Intrav e n O u Sal im e ntation wit h high(29 6cal/kg/day)o rlo w(1 0 8c al/kg/day)calorie s olutio n w as
initiated tw o weeks after the ope ratio na nd w as continu ed for o n e week without oralintake. A t




H-1e ucin e w as intraperito neal 1y il 面 ted into
ea chrat and t hein corporatio n of
3
H -1eu cin einto 伽 er totalproteinsI b er micro so m alproteins,
1iver microso m al album in and seru m al bu min w as m e a s ur ed 3 0 min after the i如餌tio n. N｡
1Significant d iffe re nce in
3H rle ucineinco rpo ratio ninto 伽 e r mic ro s o malalbu min w as obse rv edin
jaundice-fr e e rats betw e ntw o gr oups infused withthe high and lo w calorie $ Olutio n. On the
Othe rhand, the in c orpo ratio n w as dec r e ased injau ndic ed rats c o mpared withthat injau ndice>
fre e r ats･ T he decrease w as mo r e e vident inrats n o uri$hed with the lo w cal0rie solutio n. T he
Simnareffectof intrave n ou shyperalim entation w as observed in
3
H -1eu cin ein coTPOratio nintothe
伽er proteins, the liver mic ro s o malpr oteins a nd se ru mal bu min･ T he administratio n of high
Calorie solutio n could definitely protect against the incre a s ein seru mG OT a nd the decreas e
in ser u mtotal protein and albu m ln, Ca u Sed by that of lo w calorie s olution injau ndiced rats.
Histopathologicalchangesin 伽 er such asfocalnec ro$is, PrOlifer ation of thebne du cts a nd$ mal l
ro und cell inf ntration in the portal tract due to ob$tru Ctivejau ndice w er e re m arkablein the r at$
infused with the
I
low c alorie solution･ On the other hand
,
these unfavorable changes w ere less
evide nt whe nthe high c alorie s olutio nw a sin fused. Itw as c o ncluded fro mthese r es ultsthat
nut ritio nalsup ply byintra ven ou shyper a丘m entation w a sone of the m ostim po rtant m easure to
m aintainthe hepatic function including al bu min synthesis under obstruCtiv ejau ndic e.
